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【須野原】 ただ今ご紹介いただきました国土交通省港湾局長の

須野原でございます。本日は「国際観光・港湾都市  神戸の魅力を

探る」というフォーラムにお招きいただきまして、ありがとうご

ざいました。私自身も神戸に勤務していたことがございましたし、

また先ほどもありました大震災のときには、港湾局におりまして、

復旧を担当させていただきました。そういう意味で神戸に対しま

しては、大変愛着を感じている者の１人でございます。私はトッ

プバッターということで、特に「国際港湾都市・神戸の発展策」

ということでございますが、港湾局の進めております施策を中心

にお話をさせていただけたらと思っております。  
 ご承知の通り神戸は、我が国を代表する外国貿易の港湾でござ

いますし、日本の開港５港の１つでございます。古くから海外文

化の影響を強く受けてきまして、現在は特に東アジアの玄関口と

して、世界の各港と結ばれており、具体的には 130 余りの国や地

域の 500 余りの港との間を結ぶ定期船が寄港しております。まさ

に我が国を代表する外国貿易港でございまして、それにつきまし

ては、皆さまもよくご承知の通りだと思います（スライド１）。  
そういう中で、我が国の港湾政策を最初に少しお話しさせてい

ただけたらと思います。港湾政策につきましては、現在大きく４

つの観点から進めせていただいております。１つは国際競争力の

強化という観点、２つ目は地域の活性化という観点、３つ目は地

域、港の安全・安心の確保という観点、４つ目は、私たちの今後

の長期的な課題であります地球環境問題への対応という観点でご

ざいます（スライド２）。  
私たちが進めております港湾政策を若干ご紹介させていただい

た後に、神戸港、あるいは神戸の港づくり、町づくりについてお

話させていただこうと思っているところでございます。  
 まず国際競争力の関係につきましては、神戸港は我が国のスー

パー中枢港湾の１つとして位置づけさせていただいておりまして、



 
 

国際的にも十分対応できるターミナルを整備させていただいてお

ります。併せて港を十分に使うという観点から、港湾の 24 時間

化に向けたモデル事業などいろいろな施策を実施させていただい

ております。いずれにしても荷主をいかに確保していくかという

観点で、ハード面、ソフト面、それぞれの施策を進めております。

特にこの 10 月からはようやくソフト面におきまして、ワンスト

ップサービスということで、輸出入の手続きにつきまして、１つ

の窓口ですべての手続きができるようになりました。そういうこ

とでいろいろな意味でハード、ソフト面の強化に向けた取り組み

をようやくスタートできる状況になってきたと思っております。  
次に地域の活性化という観点ですが、これはいろいろな港にお

きまして、港の背後への企業立地を促進することを進めています。

神戸もそうですが、ほかの全国の港でも進めているところでござ

います。もう１つは、先ほどからの今回のテーマでございます国

際競争力の高い魅力ある観光地の形成という観点で、港も一定の

役割を果たしていこうと考えております。ここ神戸もそうですし、

日本の場合、四面を海に囲まれております。やはり海外からの出

入り、あるいは国内もそうですけれど、航空と併せて港を使った

人の出入りというのが大きな役割を果たすだろうと考えています。

そういう中で、地域の魅力、特に港の魅力を活かし、背後の町づ

くりとも連携しながら観光地の形成というものを進めていけたら

と思っているところでございます。もう１つは、地域の公共交通

ということで、全体的な活性化に結びつけられたらと思っており

ます。  
３点目の安全・安心では、ここ神戸でも大規模な震災がありま

したが、大規模地震に強い町づくり、港づくりを進めようという

ものでございます。併せて海洋政策ということで、海洋基本法が

出来ていまして、基本計画に基づいて、我が国の海洋資源の開発、

あるいはその利用という観点から、港におきましても必要な施策



 
 

を進めていこうというものでございます。  
 最後の環境問題につきましては、特に CO2 を削減するための海

運の利用というものが大きな課題となっております。それに向け

たシームレスな物流を実現するための政策、あるいは港そのもの

におきましても、CO2 を削減するための様々な施策につきまして、

これから進めていこうと考えているところでございます。  
以上大きく４つの港湾政策を進めております。そういう中で我

が国の観光振興におきます取り組みということで、若干最近の動

向に触れさせていただけたらと思っています。  
先ほどからご挨拶等で出ておりますが、一昨日 10 月１日に観

光庁が設立されました。観光立国を総合的かつ計画的に進めるた

めに、国土交通省の中に出来たわけであります。観光圏の整備に

よりまして、観光旅客の来訪及び滞在を促進していくための法律

も制定されておりまして、今年７月 23 日に施行されています。

いずれにしましても、地域の関係者と一緒になって基本計画を作

成したり、あるいは必要な施設の整備を進めるということを今後

の大きな柱として進めていくこととしております。  
 それと併せて観光立国推進基本計画に基づきまして、国内の旅

客あるいは外国人の訪日旅客を拡大しようということを考えてお

りまして、観光庁が中心となって全体の施策を進めております（ス

ライド３）。  
そういう中で、現在の課題といいますか、大きな目標でござい

ますが、ご承知の通り、観光を進める中で特に訪日外国人の数を

見ますと、我が国は、2007 年でございますけれども全世界の 28
番目でございます。一番のフランスの 8,200 万人と比べましても、

その 10 分の１ということでございますし、アジアで見ましても

６位という状況でございます。アジアの中で一番が中国でござい

まして、約 5,500 万人ということですので、それから見ても日本

の場合は残念ながら現在まではまだまだ外国人の訪日に対しては



 
 

十分できていないということでございます。  
 

 当面 2010 年までにこれを 1 千万人にしようと、また将来的に

は２千万人ということで、いろいろな施策を進めていけたらと思

っております。併せて日本人の海外旅行者につきましても、当面

2010 年までに２千万人ということで、いずれにしましても出と入

りを増やすことによって、我が国の産業の中で観光というものを

大きな柱として位置づけようと思っています。国内につきまして

も、現在の 2006 年の１人当たりの宿泊日数が 2.7 日ということ

でございますので、それを 2010 年までに４泊にということで、

いずれにしても長期滞在型の施設づくりなど、いろいろな企画づ

くりを進めるということが大事だと思っています。これにより国

内旅行につきましては、2005 年の時点で GDP24 兆円から約 30
兆円に、同時に国際会議等につきましても、開催件数を 2011 年

までに５割増にしようということで、大きな政策目標に向けてこ

れからいろいろな施策を進めていけたらと考えているところでご

ざいます（スライド４）。  
 そういう中で、国際競争力の高い魅力ある観光地の形成という

ことが大きな課題だと思っています。私も個人的にいろいろな海

外の観光地を見て回ってきていますが、やはり広域的な連携とい

うのが、大きな課題だと思っています。いろいろな地域の観光を

見ますと、従来はどうしても狭い範囲の観光施策、県の各観光協

会や市町村で、どうしても自分たちのことだけを考えていたとい

うことが日本における大きな課題であったのではないかと思いま

す。そういう意味で、例えば観光商品の開発におきましても、よ

り広域的な中でいろいろな機能を持つようにしていく、従来の点

的な整備から面的な広がりを持つようにしていくということが

我々にとって大事な課題ではないかと思っております。そういう

意味で町づくりと様々な観光資源を組み合わせることにより、国



 
 

際競争力の高い魅力ある観光地を作れたらと思っています。  
 港におきましても水辺空間の修景でありますとか、ターミナル

の整備ということを進めていけたらと思っています。先ほど矢田

市長からもありましたように、この神戸におきましても、ウォー

ターフロントの整備でありますとか、港の開発、さらにクルーズ

振興とありましたが、そういう様々な切り口に対応できる観光地、

それが重層的に組み合わされることによって、より質の高い観光

地づくりができるのではないかと考えているところでございます

（スライド５）。  
 そういう中で、私ども港湾における観光政策ですが、若干おさ

らいになりますし、後ほど幡野さんからもあると思いますが、ク

ルーズという観点で少し現状を見てみますと、全世界で約 1,600
万人、現在クルーズ人口がございますが、日本のクルーズ人口に

つきましては、その約１％でございます。日本におきましては、

約 18 万人ということでございまして僅か１％。日本に寄港する

クルーズ船につきましては、右にございますように、現在 800 隻

前後毎年寄港してございます。そのうち外国船となりますと、約

４割の 300 隻程度でございます。全体としてはここ数年横ばいで

ございまして、その中におきまして外国船が、微増傾向にあると

いう状況でございます。  
 特に最近はこの神戸もそうですし、横浜もそうですが、拠点と

なる港には寄港しますけれど、全体としては、まだまだこれから

というのが日本における状況ではないかと考えております。もち

ろん北米のカリブ海における 1,150 万人というのは除きますが、

ヨーロッパの地中海におきましても、最近クルーズのためのいろ

いろな施策が進んでいますので、我が国におきましても、これを

踏まえた対応をしていくことが大事だと考えております。こうい

うことでこれから大いに伸びる余地のある分野だと考えていると

ころでございます（スライド６）。  



 
 

その中で、ご当地神戸でございますけれど、先ほどから少しお

話に出ておりますが、ここにございますように、19 年、20 年、

左側が国内全体の外国船の寄港回数、右側が国内船を含めた全体

の寄港回数でございます。神戸港は東の横浜とほぼ同じくらいの

寄港回数でございまして、昨年においては、114 隻、そのうち外

国船の寄港が 19 隻ということでございます。今年の予定でも 111
隻と外国船 30 隻ほどで、日本におけるクルーズの拠点となって

いることは間違いございませんし、ここを発着地とするいろいろ

なクルーズも出ているということから、神戸港におけるクルーズ

というのは、今後とも大きな役割を果たしていくと考えていると

ころでございます。  
 港の役割として私たちもこれを重要視する必要があるだろうと

思っているところでございます。そういう中でいろいろな施策を

私たちは進めておりますが、クルーズの場合、この右下にありま

すように、いくつかの港に寄っています。もちろん世界一周航路

であれば、日本では本当に神戸、あるいは横浜ということで数カ

所しか寄りませんが、国内クルーズあるいは近隣諸国との間のク

ルーズでありましたら、神戸を中心とした瀬戸内海でありますと

か、あるいは九州といったいろいろなクルーズがあります。もち

ろん後ほど幡野さんからご紹介があると思いますが、やはりいろ

いろな魅力を組み合わせる、いろいろなメニューを作るというこ

とが、クルーズにおける大きな役割ではないかと思っています。

そのための港の整備や背後圏の整備、あるいはその観光地を含め

たいろいろな企画をするということが、我々の大きな課題である

と思っているところでございます（スライド７）。  
 そういう中で、港として私たちの進めております施策をいくつ

かご紹介させていただけたらと思っています。  
１つは、「みなと振興交付金」という制度でございます。昨年度

から設立した制度でございまして、地域の皆さまと一緒になって



 
 

より魅力ある港町づくりを進めていこうというものでございます。

岸壁等の大規模な施設は通常の港の整備で行いますが、背後のタ

ーミナルとか緑地、さらに港によってはプレジャーボート収容施

設やヨットハーバー等も含めて、そういう面的な整備につきまし

て、地域の皆さまと一緒になって進めていくものでございます。

いろいろな地域からのご要望があります。もちろん港によって持

っている資源も違いますから、各港で進めているものにも違いが

ありますが、それぞれが持っている歴史的なもの、あるいは背後

圏とのつながりを活かしつつ、それぞれの地域において知恵と工

夫を凝らしながら、必要なものを整備していくというものでござ

います（スライド８）。  
具体的に現在ここにございますような港で進めております。北

は北海道から、南は沖縄までそれぞれの港が持っている歴史的な

資源、あるいは景観といったものを活用しています。ここ瀬戸内

海におきましても、各港でそれぞれ歴史的なものをより活かして

いこう、あるいは回復していこうという取り組みを進めていると

ころでございます。ここ神戸におきましても「須磨地区、みなと

のにぎわい創出事業」というものを進めていただいております（ス

ライド９）。  
 それとともに、神戸もそうですが、各港において「運河」とい

うものが改めて見直されてきています。「運河」の魅力の再発見を

しようということでございます。地域と港湾管理者等が主体とな

りまして「運河」の魅力を再発見するため、地域の個性を活かし

た水辺の賑わい空間づくり、場合によっては水上ネットワークの

構築を進め、さらには防災という観点からも「運河」というもの

を見直そうということでございます。そのための計画づくりから、

プロジェクトの発掘、さらに事業推進を支援し、最終的には地域

の皆さまと一緒になって、運河そのものを従来の形に復元すると

いうこともあります（スライド 10）。  



 
 

全国ここにありますような地域で進められています。例えば仙

台でありましたら、貞山運河と言って、本当に歴史的な運河の魅

力を再発見していこうということでございますし、ご当地神戸に

おきましては、兵庫運河というものを活用した地域活性化のため

のプロジェクトが進められています。また、お隣の尼崎におきま

してもプロジェクトが進められています。さらに大阪港における

キャナルもそうですし、主に歴史的なものを改めて今の観点で見

直していこうという形で進めているところでございます（スライ

ド 11）。  
 それとこれは神戸のこれからのクルーズにも大きく影響すると

思いますが、全国で「みなとオアシス」ということで、みなとの

情報発信をしていこうということで進めているものでございます。

後ほどご説明しますが、例えば神戸をベースにしまして瀬戸内海

をクルーズする中で、いろいろな港に寄る必要があります。これ

は大型船で寄る場合もありますが、例えば小型のクルーズ船で２

泊３日や３泊４日で瀬戸内海を回ろうとした場合に、その拠点と

なる港の情報発信をしようということで、みなとオアシスの展開

ということを今進めております。特に瀬戸内海あるいは四国とい

った関西圏や西日本において、登録が進んでいるところでござい

ます。現在、全国で 40 の港が登録されておりますが、それぞれ

が持っているいろいろな歴史的なもの、あるいは資源というもの

を情報化することによって、例えば小型のクルーズ船で寄ったと

きにどんなものがあるか、上陸してどんな食事ができるか、どん

な情報が得られるかといったものを連携した形で伝える、それに

よって重層的なクルージングネットワークができるだろうと思い

ます。大型船による寄港も大事ですが、併せて小型船によること

でいろいろなニーズに合った海を活かした観光あるいは海を活か

した人のつながり、交流ができるというものでございます。その

ベースとして、港を位置づけております。  



 
 

 このような中で、私たちとしましても地域の皆さまと一緒にな

って情報発信あるいは地図への掲載、標識の設置といったことで

支援していきたいと思っています。さらに整備局のホームページ

におきましても、そういう情報を提供することによって、より利

用者の皆様に分かりやすい情報発信等を進めたい、それと併せて

地域の交流というものを今まで以上に進めていけたらと思ってい

るところでございます（スライド 12）。  
 こういういろいろな施策と合わせて、今進めていることがござ

います。地域の皆さまが行政だけではなく、いわゆる地域の企業

でありますとか、市民団体がいろいろな町づくりに取り組んでい

ますが、その方々を支援するためのファンドの制度を作っており

ます。具体的には国が民間都市開発推進機構というものを通しま

して、町づくりを進めるために地域の皆さまが設立したファンド

に少しお手伝いしようというものでございます。具体的に支援対

象としておりますのは、特に NPO の皆さまが進める町づくりの

事業となっておりまして、基本的にハードが中心になりますが、

伝統文化の継承のための施設の保全でありますとか、魅力アップ

のためのシンボル施設の整備でありますとか、さらには照明とい

ったものとなっております。それほど大きな事業ができるわけで

はございませんが、地元の自治体でありますとか、地域の方々、

地域の企業というものが資金を出していただいて、ファンドを作

られたものに対して少しご支援しようというものとなっておりま

す。そういうことによりまして、例えば岸壁のような大きな施設

は国や港湾管理者が整備しますし、先ほど申しあげましたような

「みなと振興交付金」による少しこぶりな施設整備につきまして

は、地域の皆さまに進めていただきます。それと併せてもう少し

具体的な活動に係わる施設につきましては、地域の皆さまに取り

組んでいただくというように重層的にご支援、ご協力させていた

だくということで進めております。そういうことによりまして、



 
 

港町あるいは町の魅力アップをしていこうというものでございま

す。これにつきましても、ようやく取り組みが始まったところで

ございますので、いろいろなアイデアを出していただくことによ

って、それぞれの港町の魅力アップにつながり、ひいては観光振

興につながって欲しいと考えているところでございます（スライ

ド 13）。  
 それと合わせて「みなとまちづくりマイスター」といっており

ますが、町づくりを進めていくためには、やはり人というものが

最後に関わってくるわけでございます。賑わいの創出であります

とか地域の活性化ということで、既にいろいろな地域で取り組み

がされておりますが、その中心となって活躍されている皆さまを

社団法人ウォーターフロント開発協会より、「マイスター」という

ことで認定させていただき、これらの方々のノウハウをいろいろ

なところで使っていただこうというものでございます。今年第一

回目の「マイスター」の指定をさせていただきました。施設を整

備する中で、それぞれの地域のいろいろな悩みもあります。悩み

も含めて共有化し、解決していくことが大事だと思っていますの

で、施設づくり、町づくりと併せて人づくりというものもぜひ全

国的に進められたらと考えておりまして、そのためのご支援をさ

せていただいているところでございます（スライド 14）。  
 このようなことで全体的な町づくりのための施策として進めさ

せていただいています。  
そういう中でご当地神戸につきまして、どのようなことを私た

ちが今皆さまと一緒になって進めさせていただいているかでござ

います。ご承知の通り先ほど市長さんからもございましたが、神

戸市さんのほうで中心に進めていただいておりますウォーターフ

ロントの賑わい拠点づくりでございます。神戸の場合、港の中あ

るいは周辺も含めていろいろとあります。ここにございますよう

に、歴史的なもの、それを活かしたもの、あるいは新しいもの、



 
 

さらには将来の教訓になるもの、それぞれいろいろなものがあり

ます。観光という観点からは、いわゆる従来型の観光もあります

し、産業観光的なものもございます。いろいろな賑わい拠点をど

のように組み合わせていくかということが課題ではないかと思っ

ているところでございます（スライド 15）。  
 神戸は、先ほどから申し上げておりますようにクルーズの拠点

となっております。東の横浜に対して、西の神戸です。神戸市に

おきましても、いろいろなクルーズ振興の取り組みが進められて

おります。客船が入ったときの歓迎セレモニーもそうですし、市

民と一体となったクルーズ船の誘致でありますとか、客船を活か

した地域活性化といったことでございます。これにつきましても

私たちといたしましては、市や地域の皆さまと一緒になって進め

ていけたらと思っているところでございます（スライド 16）。  
神戸は歴史的な港ということでございますので、食の文化や景

観など多様な資源を有しています。先ほどから申し上げておりま

す「みなと振興交付金」も含めてですが、多様な資源をいかに組

み合わせていくかということにつきましてご支援をさせていただ

けたらと思っているところでございます（スライド 17）。  
 神戸におきましては、従来からある観光と合わせて産業観光と

いうことで、例えば造船所でありますとか、神戸空港、あるいは

港の背後に立地している企業が観光資源となっています。例えば

港内のクルーズにつきましても従来型の観光地と違った魅力を出

していけるのではないかと思っているところでございます。そう

いうものをうまく組み合わせることによって、港だけでも観光資

源として魅力的なスポットになると思っています（スライド 18）。 
前回の大震災もメモリアルパークとして地域で残していただい

ていますが、これは世界に向けて発信できる、ある意味では私た

ちの教訓だと思っています。現在メリケン波止場の一部を大震災

で被災した状況で保存していますが、神戸の被災、復興について、



 
 

１つの教訓として、あるいは子どもたちとっての教育の場として、

さらには海外に発信すべきものとして、重層的な拠点となってい

ると思っているところでございます。大規模地震や津波というも

のもありますので、今まさに安全・安心が重要な課題となってい

るところです（スライド 19）。  
 観光の振興におきましては、背後圏との連携というものが大事

だと思います。これは最初に申し上げましたけれど、従来観光と

いうと何々県観光協会の私たちの地域の観光というものはあるの

ですが、なかなか広域的な発想はなかったわけでございます。そ

れについて神戸では、関西圏の京都、奈良もそうですし、あるい

は前面の海もそうですが、やはり有名な観光地との連携というも

のに最も大きな期待ができるのではないかと考えています。それ

を海外に対しても十分に発信していく、あるいは港につきまして

も十分に発信していくというための施策を私たちは進めていると

ころでございます（スライド 20）。  
 例えば先日行われました「せとうち・感動体験クルーズ」もそ

うですが、瀬戸内海という海の持っている資源をいかに活かすか

というのも大きなテーマだと思っています。前回の感動体験は非

常に成功裡に進められておりますが、今後従来型のクルーズと合

わせて、瀬戸内海にあります各地区で、いろいろな観光資源を開

発してもらう、そのためにネットワークを組む、あるいは協力し

ていくという施策を、ぜひこの地域だけではなく、私たちも含め

て進めていけたらと思っています。そうすることによっていろい

ろな地域全体の魅力度のアップ、あるいは国際観光における魅力

度のアップにつなげていけるのではと思っています。  
 なかなか従来の進め方でいきますと、それぞれの地域だけ、あ

るいは神戸または関西圏だけとなるわけでございます。特に神戸

におきましてはこの港というものが非常に重要なベースとなって

おりますので、その港の持っている資源を最大限活かすために瀬



 
 

戸内海というものをいかに活用していくか、瀬戸内海の拠点とな

る各港をいかに魅力アップしていくか、そのために先ほど申し上

げました例えば「みなとオアシス」をいかに組み合わせていくか

といったことを考えることで、瀬戸内海地域との連携が組めるの

ではないかと思っていますし、そのための施策につきまして、私

たちも一緒になって進めていけると思っています。  
 そういう観点からの取り組みというのを、ぜひここにいらっし

ゃる皆さまと進めていきたいと思っていますし、そういう取り組

みが例えば神戸をベースとした１つのビジネスモデルになると思

っています。そういう取り組みを既に進められようとしている企

業の方もおられるようでございますから、これを１つのビジネス

モデルにすることによって、ほかの地域でも別の観点での取り組

みができるのではないかと思っております（スライド 21）。  
 そういう中で、現在進められている神戸港の取り組みについて、

私の方から少しご紹介させていただきます。まずは先ほどもあり

ましたポートアイランド地区につきましては、従来の港湾の物流

機能から大きく機能転換をしています。大学の誘致と併せて港の

公園の整備、特に冒頭のしおさい公園といったような人の集まる

場としての機能転換、土地利用の転換が進められています。さら

に現在、港の持っている魅力を最大限に活かすための緑地整備に

つきまして、22 年度の完成に向けて進められておりますので、こ

れによってさらに大きな転換が進むのではないかと思っています

（スライド 22）。  
西の須磨地区におきましてもみなと振興計画ということで、水

辺の賑わい空間づくりというものが進められております。地域の

学習施設の整備と併せて１つの港の拠点となるのではないかと思

っているところでございます（スライド 23）。  
 兵庫運河につきましては、歴史的に非常に大きな集積がござい

ます。運河を回遊するためのプロムナードの整備でありますとか、



 
 

小型船による運河内の周遊といったものですが、こういうことも

神戸港における拠点づくりにおいて、重要な役割を果たしている

と思います（スライド 24）。  
 町づくりへの市民の参加についてですが、従来から神戸におき

ましてはいろいろと市民が参加した町づくりが進められておりま

す。それにつきましても従来以上に施設づくりと合わせて、人づ

くりをこれからも進める必要があると思っているところでござい

まして、先ほども申し上げました「みなとまちづくりマイスター」

も併せて、いろいろなノウハウを活かせるとよいのではないかと

思っています（スライド 25）。  
 神戸の観光振興・発展に向けた町づくりの視点でございますが、

大きく分けて３つの視点から進める必要があると思っております。

１つは多様な観光資源の活用ということです。歴史、文化、景観、

さらには神戸ということで防災、あるいは産業ということで、多

様な資源を重層的に組み合わせていろいろな企画を進めていくと

いうことが大きな課題だと思います。これまでもそのような視点

で町づくりを進めてこられた神戸の地におきまして、今後ともさ

らに進めていっていただければと思っております。  
それともう１つは広域的な連携として、従来ややもしますと、

京都、奈良といった内陸との連携が主体であったかと思いますが、

先ほども申し上げましたように港町神戸でございますから、瀬戸

内海沿岸地域との連携というものを今まで以上に進めることがト

ータルとしての面的な広がり、あるいはいろいろな企画を進める

ことができるということから大事であると思っています。  
最後に市民が主体となった港町の活性化ということで、人づく

りと併せた町づくりを進めていくことが大事であるということで

ございます。  
以上のような大きく３つの視点から進めていくことによって、

港湾都市神戸の魅力をますます向上させることができるのではな



 
 

いかと思っています（スライド 26）。  
それにつきまして私たち国土交通省におきましては、皆さまと

一緒になって進めていくことをお誓い申し上げまして、私の本日

のプレゼンとさせていただきたいと思います。どうもありがとう

ございました。  
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